
 

 

 

 

  人口動態の見通し 
■社会増の継続により改善傾向にある人口動態 －本市を取り巻く人口－ 

■本市においても見込まれる人口減少の進行 －自然減が拡大傾向－ 

  

２．本市の状況 
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■子育て世帯の転出超過傾向－人口動態における課題－ 

■実態とイメージのギャップの解消へ－転出理由から見える課題－ 

  

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

治安・マナーが悪い

今の住宅に不満（※転出は満足）

親（族）と同居・近居をしたいが遠い

子育て支援に不満

学校教育に不満

通勤・通学が不便/仕事の都合

自然や空気など環境面が悪い

尼崎に住んで悪いことがあった

尼崎に愛着がわかない

その他

「尼崎市外に移りたい」「戻りたくない」理由

転入 転出 転居
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（資料）住民基本台帳人口移動

「その他」の主な理由 

 「市内に広さ、価格面で希望する住宅がない」「土地・住居代、家賃が高い」「普段の買い物が不便」 

「保健・医療・福祉サービスが整っていない」「保育所・幼稚園・学校などで子ども同士のつながりがない」 

（＋7.6 ポイント） 

本市での居住継続に 
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 治安は大幅に改善 
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  土地利用の転換 

■利便性が高く、職住近接が強み－土地利用における特徴－  

■大規模な住宅開発など時代に応じた土地利用の変化－工業用地における動向－  

  

工業系

36 %住居系

60 %

商業系

4 %

1973年

工業系

37 %住居系

58 %

商業系

6 %
2021年 

用
途
地
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の
比
較
】 

過去から工業系の面積は変わらず比率が高い 

新都市計画法(1968 年)後 
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【用途地域図（2021（令和 3）年 3 月末現在】 
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  行財政運営における状況 

■⾧年の取組により着実に成果を上げてきた行財政改革
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 ３．“ありたいまち”とまちづくりの進め方 
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４．まちづくりの方向性 
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